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新
資
料
紹
介
・
森
万
紀
子
―
山
崎
柳
子
宛
の
手
紙

杉　
山　
若　
菜

え
ば
『
文
学
界
』
新
人
賞
選
考
の
際
「
単
独
者
」
を
熱
心
に
推
薦
し
た

選
考
委
員
大
岡
昇
平
は
、「
こ
の
作
者
は
自
我
と
環
境
に
つ
い
て
、
或

る
き
ま
っ
た
視
点
を
持
っ
て
い
る
」「
一
種
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
が

感
じ
ら
れ
た
」
と
評
価
し
、
他
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
「
男

性
に
と
っ
て
少
し
や
る
せ
な
い
性
質
」
の
、
い
わ
ば
「
可
愛
げ
」
の
な

い
作
風
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
と
推
測
し
た
。
ま
た
、「
密
約
」（『
文
芸
』

一
九
六
九
・
八
）
で
の
芥
川
賞
候
補
時
、
選
考
委
員
三
島
由
紀
夫
は

「
沈
痛
な
ム
ー
ド
が
周
到
に
用
意
さ
れ
」「
無
気
力
な
無
気
味
な
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
群
」
の
描
写
と
小
説
的
結
末
の
起
爆
力
を
高
く
評
価
し
た
も
の

の
、
反
し
て
、
同
委
員
丹
羽
文
雄
は
「
女
主
人
公
の
思
考
が
水
の
中
の

油
の
よ
う
に
観
念
的
」
で
、「
深
刻
ぶ
る
か
ら
不
消
化
に
な
る
。
小
説

は
た
だ
の
一
行
で
駄
目
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。」
と
否
定
的
評
価
を
く

だ
し
た
。

　

新
人
賞
佳
作
を
除
き
、
森
が
文
学
賞
受
賞
の
誉
を
得
た
唯
一
は
、
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
一
五
年
を
経
た
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
の
書
き
下
ろ

一
、
小
説
家
・
森
万
紀
子

　

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
、
森
万
紀
子
は
短
編
小
説
「
単
独
者
」

で
『
文
学
界
』
新
人
賞
佳
作
に
入
選
し
、
創
作
活
動
に
専
念
。
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
鬼
籍
に
入
る
ま
で
の
二
七
年

間
、
遅
筆
で
寡
作
で
も
あ
っ
た
彼
女
の
作
品
総
数
は
単
行
本
に
し
て
僅

か
九
冊
。
森
の
死
後
三
二
年
を
経
た
現
在
で
は
全
作
が
絶
版
と
な
り
、

古
本
で
さ
え
数
冊
を
除
き
入
手
が
窮
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

生
前
そ
し
て
没
後
と
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
ぬ
森
の
来
歴
を
振
り

返
る
時
、
人
々
の
耳
目
を
引
く
文
学
賞
受
賞
の
好
機
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
一
つ
の
不
運
で
あ
っ
た
。
事
実
、「
単
独
者
」
を
含
む
初
期

作
品
群
中
、
四
作
品
（「
単
独
者
」「
距
離
」「
密
約
」「
黄
色
い
娼
婦
」）

（
１
）

が
各
々
芥
川
賞
候
補
作
と
し
て
選
出
さ
れ
な
が
ら
、
毎
回
審
査
委
員
の

評
価
が
是
非
に
二
分
す
る
た
め
過
半
数
に
至
ら
ず
受
賞
を
逃
し
た
。
例
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し
長
編
『
雪
女
』（
一
九
八
〇
・
四
・
新
潮
社
）
に
与
え
ら
れ
た
泉
鏡

花
賞
（
第
八
回
）
で
あ
っ
た
。
幻
想
的
な
小
説
に
冠
す
る
当
賞
に
よ
っ

て
、「
観
念
的
」
と
揶
揄
さ
れ
続
け
た
森
の
作
品
評
価
に
一
縷
の
光
が

射
し
た
。
だ
が
、『
雪
女
』
発
表
か
ら
そ
の
後
亡
く
な
る
ま
で
の
一
二

年
間
に
森
が
発
表
し
た
単
行
本
は
、
短
編
集
『
跫
音
』（

２
）、

書
き
下
ろ
し

長
編
『
囚
わ
れ
』（

３
）

と
『
悪
運
』（

４
）

の
計
三
冊
、
他
、
単
行
本
化
さ
れ
な

か
っ
た
短
編
六
作
や
エ
ッ
セ
イ
等
、
と
も
に
耳
目
を
引
く
評
価
を
得
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
厭
人
癖
と
も
秘
密
主
義
と
も
称
さ
れ
た
森
は
、
晩

年
埼
玉
県
三
郷
の
団
地
に
一
人
住
ま
い
を
し
て
い
た
が
、
親
族
や
一
部

の
編
集
者
を
除
き
交
流
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
長
編
『
悪
運
』
が
出

来
上
が
っ
た
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
一
月
、
自
宅
で
本
に
埋
も
れ

る
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
。
検
視
の
結

果
、
死
因
は｢

心
不
全
」
で
あ
っ
た
。

二
、
手
紙
の
経
緯
―
四
人
の
会

　

現
在
森
万
紀
子
を
知
る
上
で
最
も
優
れ
た
資
料
は
、
高
橋
光
子
の

『「
雪
女
」
伝
説
―
謎
の
作
家
・
森
万
紀
子
』（
一
九
九
五
・
一
〇
・
潮

出
版
）
で
あ
る
。
高
橋
は
、
森
が
「
単
独
者
」
で
佳
作
受
賞
し
た
際
の

『
文
学
界
』
第
二
〇
回
新
人
賞
受
賞
者
だ
っ
た
。

　

高
橋
の
受
賞
作
「
蝶
の
季
節
」
は
、
団
地
住
ま
い
の
主
婦
が
次
々
に

蝶
に
な
る
事
件
を
発
端
に
し
て
、
鬱
屈
を
抱
え
た
「
私
」
も
つ
い
に
蝶

に
変
身
す
る
ま
で
の
経
緯
を
描
く
。
だ
が
こ
の
幻
想
譚
は
そ
の
終
盤
、

「
私
」
が
精
神
失
調
に
よ
る
妄
想
世
界
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か

さ
れ
て
、
作
品
世
界
全
体
に
深
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

一
方
、
森
の
「
単
独
者
」
は
、
精
神
病
院
に
二
年
間
強
制
入
院
し
て

い
た
女
の
、
退
院
後
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
作

品
設
定
に
つ
い
て
、
後
に
精
神
医
学
の
観
点
か
ら
高
橋
正
雄
は
、

　
　

�

昭
和
40
年
の
時
点
で
精
神
科
病
院
か
ら
退
院
後
の
患
者
心
理
を
描

い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
精
神
医
学
史
的
に
も
貴
重
な
作
品
で
あ

る
。
昭
和
期
ま
で
の
精
神
科
病
院
を
描
い
た
作
品
と
い
え
ば
、
入

院
患
者
か
入
院
生
活
を
描
い
た
も
の
が
大
部
分
で
、
退
院
後
の
患

者
を
描
い
た
作
品
と
し
て
は
昭
和
63
年
に
発
表
さ
れ
た
色
川
武
大

の
『
狂
人
日
記
』
が
あ
る
程
度
だ
が
、『
単
独
者
』
は
、
そ
れ
に

20
年
以
上
先
駆
し
て
退
院
後
の
患
者
の
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

る（
５
）。

と
評
し
て
い
る
。

　

は
か
ら
ず
も
同
時
期
、
精
神
不
調
の
病
を
通
じ
て
自
己
と
外
部
世
界

と
の
齟
齬
を
焦
点
化
し
た
森
と
高
橋
両
者
は
年
齢
も
近
し
い
こ
と
か

ら
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
七
月
『
文
学
界
』
編
集
部
が
催
し
た

新
人
作
家
の
懇
親
会
席
上
で
初
め
て
顔
合
わ
せ
を
し
、
言
葉
を
交
わ
す

よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
同
会
に
出
席
の
山
崎
柳
子（

６
）、

山
崎
に
誘
わ
れ
た
丸
川
賀
世

子（
７
）

も
加
わ
り
、
新
人
女
性
作
家
四
人
の
交
遊
が
始
ま
る
。
親
交
は
、

各
々
の
家
に
集
ま
っ
て
の
雑
談
や
、
近
隣
へ
の
散
策
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

と
、
お
よ
そ
三
年
間
続
く
。
同
人
誌
に
て
既
に
長
い
文
筆
歴
を
持
つ
山
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崎
と
、
最
年
少
で
時
々
挑
発
的
な
言
葉
を
発
し
た
森
と
の
間
に
は
、
創

作
方
法
や
文
学
観
を
巡
っ
て
火
花
の
散
る
瞬
間
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

だ
が
、
こ
の
四
人
の
関
係
も
、
森
の
第
一
短
編
集
『
密
約
』

（
一
九
七
〇
・
一
・
新
潮
社
）
の
出
版
を
丸
川
宅
で
祝
っ
て
以
降
、
途

絶
え
て
し
ま
う
。
創
作
に
専
念
す
る
故
懇
意
に
つ
き
あ
え
ぬ
、
と
い
っ

た
主
旨
の
、
気
負
っ
た
森
の
手
紙
が
契
機
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

本
稿
で
提
示
す
る
森
の
手
紙
は
、
い
ず
れ
も
山
崎
柳
子
宛
の
も
の

だ
。
後
年
尼
僧
と
な
っ
た
山
崎
の
亡
き
後
、
彼
女
の
遺
品
と
し
て
書
簡

を
委
譲
さ
れ
た
高
橋
は
、『
女
性
作
家
シ
リ
ー
ズ
16
』（
一
九
九
八
・

一
〇
・
角
川
書
店
）
に
て
森
の
年
譜
・
解
説
を
執
筆
す
る
た
め
に
話
を

伺
い
に
行
っ
た
筆
者
に
、
後
日
委
譲
し
て
く
れ
た
。

　

官
製
葉
書
・
絵
は
が
き
・
封
書
入
り
手
紙
・
封
書
な
し
の
手
紙
、
ど

れ
も
が
森
の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
、
概
ね
左
記
の
如
く
分
類
で
き
る
。

　
　

・
総
数
七
三
通

　
　

・
葉
書
一
八
通
【
・
日
付
あ
り
一
五
通
・
日
付
不
明
三
通
】

　
　

・
封
書
五
五
通
【
・
日
付
あ
り
一
五
通
・
日
付
不
明
四
〇
通
】

　
　

・�

時
期
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
五
月
五
日
～
一
九
七
〇
（
昭

和
四
五
）
年
四
月
一
七
日

　

山
崎
が
封
書
や
葉
書
の
切
手
付
近
を
切
除
し
て
お
り
、
多
く
の
も
の

が
消
印
を
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
森
が
手
紙
文
面
に
日
付
を
記
し
た
事

例
が
少
な
い
た
め
、
約
六
割
が
日
付
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
辛

う
じ
て
判
読
可
能
の
消
印
か
ら
投
函
時
期
を
確
認
し
、
ま
た
日
付
不
明

の
も
の
も
、
文
面
内
容
か
ら
執
筆
時
期
が
お
お
よ
そ
推
測
可
能
と
な
っ

た
。

　

文
面
内
容
は
、
四
人
で
の｢

ピ
ク
ニ
ッ
ク｣

や
お
宅
訪
問
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
、
森
が
飼
っ
て
い
る
小
鳥
の
様
子
等
、
私
的
な
事
柄

や
、
執
筆
が
進
ま
ぬ
様
子
、
文
芸
雑
誌
掲
載
不
採
用
に
な
っ
た
こ
と
へ

の
弱
音
や
愚
痴
。
時
に
山
崎
の
森
作
品
批
判
に
対
し
て
負
け
ん
気
を
露

わ
に
し
た
応
答
と
、
そ
れ
に
対
す
る
反
省
や
弁
解
。
そ
し
て
山
崎
作
品

へ
の
羨
望
と
賛
辞
、
微
笑
ま
し
い
励
ま
し
と
が
、
判
読
が
容
易
で
は
な

い
強
い
癖
字
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
ま
ず
森
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
単
独
者
」
の
あ
ら
す
じ
を

紹
介
す
る
。
次
に
、
山
崎
の
言
に
反
論
す
る
か
の
よ
う
に
し
て｢

単
独

者
」
や
創
作
に
関
す
る
意
見
を
記
し
た
森
の
手
紙
文
を
新
資
料
と
し
て

提
示
す
る
。
当
手
紙
は
日
付
不
明
で
は
あ
る
が
、
文
中
に
「
単
独
者
」

発
表
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
書
き
込
ま
れ

て
い
る
内
容
や
、「
聖
者
た
ち
」（『
文
学
界
』
一
九
六
七
・
六
）
の
自

評
等
を
鑑
み
る
と
、
お
よ
そ
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
一
〇
月
前
後

の
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
合
計
五
枚
の
便
箋
に
書
か
れ
た
文
面
を
そ
の
ま

ま
画
像
と
し
て
提
示
す
る
と
と
も
に
、
甚
だ
判
読
困
難
な
字
体
で
は
あ

る
が
、
筆
者
が
活
字
に
起
こ
し
た
も
の
を
付
記
す
る
。（
誤
字
・
脱
字

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
判
読
で
き
な
い
字
に
は
□
を
付
し
た
。）

三
、「
単
独
者
」
の
世
界
に
つ
い
て

　
「
二
年
間
の
精
神
病
強
制
治
療
生
活
が
完
了
し
」、
身
寄
り
も
な
く
、
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短
期
パ
ー
ト
仕
事
を
渡
り
歩
き
生
計
を
立
て
て
い
る
「
三
十
近
い
」
女

「
直
子
」
は
、
代
々
木
、
新
宿
、
甲
州
街
道
、
い
く
つ
も
の
路
地
を
通

り
抜
け
な
が
ら
「
或
る
世
界
を
通
り
過
ぎ
た
疲
れ
」
と
と
も
に
帰
宅
す

る
。
ド
ア
を
開
け
る
と
彼
女
の
部
屋
に
足
繁
く
通
う
「
史
郎
」
の
「
見

あ
き
た
」
靴
が
置
か
れ
て
い
た
。
彼
は
以
前
彼
女
が
入
院
し
て
い
た
精

神
病
院
の
医
局
医
で
、「
で
っ
ぷ
り
と
太
り
、
油
ぎ
っ
た
、
い
か
に
も

女
を
好
き
そ
う
な
匂
い
を
身
に
漂
わ
せ
て
い
る
」「
四
十
過
ぎ
」
の
妻

子
持
ち
の
男
で
あ
る
。「
直
子
」
の
退
院
日
以
来
首
尾
一
貫
し
て
、
面

倒
見
の
い
い
医
師
で
あ
り
、
献
身
的
な
愛
人
と
い
う
役
割
に
満
足
し
て

い
る
。「
と
に
か
く
僕
が
何
と
か
す
る
。
根
性
を
叩
き
直
す
よ
。
少
な

く
と
も
元
の
君
に
戻
す
さ
」「
僕
の
愛
で
君
を
立
ち
直
ら
せ
た
い
ん
だ
」

と
囁
き
翻
訳
の
仕
事
を
促
す
な
ど
世
話
を
焼
こ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う

な
「
史
郎
」
を
目
の
前
に
し
て
、「
直
子
」
の
不
快
感
は
つ
い
ぞ
晴
れ

る
こ
と
が
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
不
快
感
を
自
ら
宥
め
賺
す
か
の
よ
う

に
―
「
だ
が
、
そ
の
う
ち
慣
れ
る
だ
ろ
う
。
慣
れ
き
っ
て
し
ま
え
ば
い

い
の
だ
」「
結
局
、
そ
ん
な
事
は
自
分
に
と
っ
て
、
ど
う
で
も
い
い
事

の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
」
と
心
の
内
で
呟
き
、「
部
屋
一
杯
に

拡
が
り
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
」
よ
う
な
「
史
郎
」
の
不
機
嫌
さ

を
取
り
な
す
た
め
に
自
身
の
肉
体
を
開
き
預
け
る
。
そ
れ
は
、「
史
郎
」

の
口
を
塞
ぎ
、「
慣
れ
き
っ
た
快
感
」
と
「
い
つ
も
の
虚
脱
感
」
と
を

満
喫
す
る
た
め
の
、「
直
子
」
の
日
常
的
な
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
直
子
」
の
も
と
に
現
れ
る
も
う
一
人
の
男
「
正
」
は
、「
直
子
」
と

同
じ
精
神
病
院
に
入
院
し
て
い
た
過
去
を
持
つ
。「
正
」
は
、「
世
間

体
」
の
名
の
も
と
に
「
人
並
み
以
上
」
に
な
る
こ
と
を
嘱
望
し
つ
つ
、

そ
の
幻
像
か
な
わ
ぬ
自
身
の
現
実
に
悪
態
を
つ
き
な
が
ら
生
き
て
い

る
。
殺
人
罪
と
い
う
前
科
と
、
精
神
病
を
患
っ
た
と
い
う
病
歴
と
に

よ
っ
て
、
輝
か
し
い
未
来
へ
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
た
め

だ
。「
正
」
の
「
穴
の
中
」
に
渦
巻
く
あ
て
ど
な
い
呪
詛
は
、
同
じ
入

院
歴
を
持
つ
「
直
子
」
と
の
偶
然
の
再
会
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
声
と

な
っ
て
流
れ
出
し
て
い
く
。「
大
勢
の
人
は
皆
、
ま
と
も
に
軌
道
を
歩

む
さ
、
俺
達
は
脱
線
だ
。
あ
が
い
て
も
、
わ
め
い
て
も
本
道
に
は
帰
れ

や
し
な
い
ん
だ
ぜ
。
一
生
日
陰
者
だ
」
と
毒
づ
く｢

正
」
の
煩
悶
を
前

に
し
て
、「
直
子
」
は
「
人
間
の
軌
道
と
は
、
本
道
と
は
、
人
間
が
生

れ
て
や
が
て
死
ぬ
と
云
う
事
実
だ
け
だ
」「
そ
の
過
程
で
人
が
ど
ん
な

に
、
あ
せ
ろ
う
が
、
わ
め
こ
う
が
、
そ
れ
が
何
だ
ろ
う
。
大
し
た
問
題

で
は
な
い
の
だ
。」
と
や
り
過
ご
す
。
そ
う
し
て｢

正｣

は
生
き
る
上

で
最
後
の
砦
で
あ
っ
た
性
交
に
よ
る
快
楽
へ
の
夢
想
が
、「
直
子
」
と

の
初
体
験
に
よ
っ
て
見
当
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
自
分
を

庇
護
す
る
母
の
病
再
発
に
も
直
面
し
、
こ
の
世
へ
の
未
練
を
捨
て
る
。

｢

正
」
は
「
直
子
」
の
部
屋
を
出
て
五
時
間
も
の
間
逡
巡
し
た
後
、
線

路
に
飛
び
込
み
自
殺
を
す
る
。
翌
日｢

正
」
の
自
殺
の
報
に
少
し
心
が

揺
れ
た
も
の
の
、｢

暗
が
り
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て｣

い
る
落
葉
し

た
木
を
眺
め
な
が
ら
、「
ふ
と
直
子
は
人
生
の
退
屈
さ
を
感
じ
」
る
の

で
あ
る
。
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四
、
新
資
料
―
森
万
紀
子
の
手
紙

（
日
付
不
明
。
文
面
・
住
所
よ
り
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
一
〇
月

前
後
、
山
崎
か
ら
の
作
品
批
判
に
応
え
て
返
信
と
推
察
さ
れ
る
。）
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五
、�

新
資
料
―
森
万
紀
子
の
手
紙
・
活
字
起
こ
し

　

前
略

　

御
手
紙
拝
見
致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
こ
の
問
題
は
、
山
崎
さ
ん
の
私
の
作
品
へ
の
早
計
か
ら
生
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

即
ち
、
拙
作｢

単
独
者
」
を
私
の
文
学
の
鉱
脈
か
ら
「
は
ず
れ
た
」
狂

い
咲
き
の
よ
う
な
作
品
と
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
に
私
見
と
の
大
き
な

距
離
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

大
変
残
念
で
す
が
、
い
つ
で
も
誰
れ
に
で
も
作
品
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
と
は
当
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
方
又
当
然
と
思
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
れ
は
、
あ
れ
一
作
で
す
。
文
学
作
品
と
は
い
つ
も
そ
う

で
あ
り
決
し
て
パ
タ
ー
ン
の
く
り
返
し
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
た

だ
、
冒
険
あ
る
の
み
で
す
。

し
か
し
、
単
独
者
へ
の
光
栄
は
虚
名
で
あ
る
と
云
う
評
は
当
っ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
つ
の
作
品
に
対
す
る
光
栄
が
虚
名
で
あ
る
と
云
う
事
は
、

　
　

そ
の
作
品
が
、
作
者
の
文
学
脈
鉱
か
ら
「
は
ず
れ
て
」
い
た
場
合

　
　

�
即
ち
無
根
の
作
品
で
、
そ
れ
が
作
者
の
鉱
脈
と
続
い
て
な
い
の

で
、
い
く
ら
堀
り
下
げ
て
も
無
駄
と
云
う
場
合
で
す
。

　
　

即
ち
、
一
発
屋
の
マ
グ
レ
当
り
の
事
で
す
。

後
に
述
べ
る
理
由
で
私
は
少
し
も
虚
名
だ
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

又
、
単
独
者
は
陽
の
当
り
過
ぎ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で

⎩⎨⎧
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す
。

新
人
賞
に
落
ち
、
候
補
に
落
ち
て
る
の
で
す
か
ら
ね
、
少
し
も
陽
の

当
っ
た
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

又
（
光
栄
が
）
虚
名
で
あ
る
と
思
え
と
云
う
事
に
も
、
少
し
困
惑
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
選
ん
で
も
ら
っ
た
編
集
部
に
対
し
て
、
又
各
批
評
の
先
生
達
に
対

し
て
、
心
よ
り
感
謝
こ
そ
す
れ
、
先
方
達
の
私
へ
の
評
価
は
虚
名
で

あ
っ
た
と
云
う
侮
辱
的
な
事
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。

次
に
な
ぜ
、｢

単
独
者
」
へ
の
光
栄
が
（
本
当
に
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

事
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
で
す
が
）
虚
名
で
な
い
か
書
い
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
に
、
私
の
文
学
鉱
脈
の
上
で
完
成
し
た
作
品
だ
か
ら
で
す
。

「
聖
者
た
ち
」
は｢

単
独
者｣

を
原
点
と
し
発
展
さ
せ
た
作
品
に
外
な

り
ま
せ
ん
。
よ
く
読
ん
で
頂
け
ば
わ
か
る
と
存
じ
ま
す
が
、｢

単
独
者｣

の
応
用
編
二
人
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
二
人
を
通
じ
社
会
に
お
け
る
真
の

人
間
連
帯
の
存
在
の
型
を
探
っ
た
作
品
だ
か
ら
で
す
。

単
独
者
の
変
型
に
よ
る
型
で
、
人
間
社
会
に
お
け
る
（
絶
対
）
連
帯

が
、
可
能
な
状
態
を
つ
き
つ
め
た
作
品
で
す
。
だ
が
こ
の
作
品
は
、
対

称
と
な
る
普
通
人
の
人
間
連
帯
の
破
た
ん
に
欠
け
て
い
て
失
敗
し
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
単
行
本
に
な
る
時
（
い
つ
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
）
書
き
な
お
す

よ
う
に
云
わ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

又｢

単
独
者
」
は
私
の
文
学
の
原
点
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
単
独
者
に
始

り
単
独
者
よ
り
出
発
し
ま
す
。
な
ぜ
原
点
か
と
申
し
ま
す
と
、
現
代
社

会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
を
感
じ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
は
始

終
、
私
の
躰
の
中
に
い
ま
す
。
私
は
身
の
罪
に
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。

生
き
て
い
る
間
中
対
決
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

こ
の
キ
リ
ス
ト
者
と
思
う
私
の
単
独
者
に
皆
さ
ん
が
光
栄
を
浴
び
せ
て

下
さ
っ
た
の
な
ら
と
て
も
嬉
し
く
、
二
、
三
日
中
に
図
書
館
に
行
き
、

読
み
返
し
、
次
作
の
養
分
に
致
し
ま
す
。

以
上
の
、
根
本
的
な
く
い
ち
が
い
か
ら
、
厚
い
友
情
も
少
し
、
理
解
出

来
ず
、
困
っ
て
お
り
ま
す
。
と
云
う
よ
り
も
、
私
は
原
点
か
ら
離
れ
る

必
要
も
感
じ
ま
せ
ん
し
、
陽
が
当
り
過
ぎ
て
、
忘
れ
か
ね
て
い
る
と

か
、
過
去
の
作
品
は
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
etc.
と
云
う
事
と
は
最
初
っ
か

ら
時
点
が
違
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
又
、

　

な
ぜ｢

単
独
者｣

は
森
万
紀
子
自
身
で
な
く
、｢

聖
者
達｣

は
少
し

森
万
紀
子
の
顔
が
あ
り
、
そ
し
て
「
回
転
」
は
森
万
紀
子
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

私
は
、
作
品
に
「
そ
の
作
家
の
性
格
が
出
て
い
る
か
ら
」「
そ
の
作
家

の
考
え
が
出
て
い
る
か
ら
」「
あ
の
作
家
自
身
だ
」
etc.
と
云
う
風
な
作

家
と
作
品
の
関
係
に
は
少
し
も
意
義
を
見
い
出
し
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
型
で
、
作
品
の
中
に
自
己
表
出
す
る
方
法
を
私
は
純
文

学
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
の
純
文
学
感
は
、
現
状
を
踏
台
に
し
て
新
た
に
宇
宙
を
創
造
す
る
、

そ
の
中
に
抽
象
化
し
た
自
分
を
埋
入
れ
る
事
で
あ
り
、
独
自
の
「
私
」

そ
の
他
の
世
界
を
造
り
出
し
て
始
め
て
、
他
者
に
働
き
か
け
る
事
が
可
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態
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
100
人
の
作
家
が
居
れ
ば
100
の
純
文
学
感
が
あ
る
わ
け
で
、

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
１
100
の
、
私
の
純
文
学
感

で
す
か
ら
。

ま
た
山
崎
さ
ん
の
御
手
紙
は
私
へ
の
自
戒
と
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
程
私
は
ウ
ノ
ボ
レ
て
は
い
ま
せ
ん
。

又
賢
め
て
□
過
ぎ
□
か
く
□
□
み
返
さ
れ
た
と
い
う
話
。
賞
を
与
へ
る

の
が
早
す
ぎ
た
と
云
う
話
し
、
批
評
家
の
深
読
み
で
、
自
分
の
鉱
脈
を

ア
ヤ
マ
っ
た
etc.
、
の
話
し
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
ど
れ
を
も
信
じ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

責
任
を
転
嫁
す
る
甘
っ
た
れ
の
弱
虫
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

□
□
□
□
事
で
押
し
潰
さ
れ
る
人
達
で
し
た
ら
、
例
え
育
っ
て
も
何
程

の
事
が
あ
ら
ん
、
潰
さ
れ
る
の
は
、
潰
さ
れ
る
だ
け
の
弱
い
文
学
の
芽

し
か
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

確
な
文
学
の
芽
を
持
つ
者
は
、
外
で
ど
ん
な
風
が
吹
こ
う
が
、
一
時
は

そ
の
風
に
方
向
を
見
失
っ
て
も
、
必
ず
自
分
の
鉱
脈
を
掘
り
出
し
ま

す
。
そ
う
し
て
始
め
て
作
家
と
云
え
る
わ
け
で
す
。

と
に
か
く
、
私
は
春
か
ら
く
た
び
れ
て
し
ま
い
、
あ
ん
ま
り
見
込
み
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
山
崎
さ
ん
高
橋
さ
ん
丸
川
さ
ん
、
頑
張
っ
て
下
さ
い

ま
せ
。

全
く
、
し
ん
ど
い
で
す
ね
。

私
は
十
一
月
中
旬
よ
り
例
年
に
よ
り
「
冬
眠
」
に
入
り
ま
す
。
子
供
の

頃
か
ら
の
小
児
リ
ウ
マ
チ
が
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も
出
て
く
る
か
ら
で

す
。

ど
う
ぞ
御
３
人
で
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

又
、
新
聞
雑
誌
か
ら
も
完
全
に
離
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
作
品
掲
載

に
な
っ
て
も
、
わ
か
ら
ず
仕
ま
い
と
存
じ
ま
す
。
お
祝
の
御
手
紙
は
無

理
と
存
じ
ま
す
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
御
□
□
下
さ
い
ま
せ
。

で
は
、
御
健
康
御
健
筆
、
心
よ
り
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
当
分
の
間

失
礼
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
皆
様
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下

さ
い
ま
せ
。

　

で
は
ご
き
げ
ん
よ
ろ
し
ゅ
う
。

　

山
崎
様�

森
万
紀
子　
　

＊
（
筆
者
―
追
伸
と
し
て
か
別
紙
あ
り
）

私
に
は
山
崎
さ
ん
の
文
学
観
が
、
少
し
意
外
で
し
た
。

又
、
過
去
の
光
栄
あ
る
作
品
か
ら
今
だ
に
、
３
年
も
た
っ
て
い
る
の

に
、
離
れ
ら
れ
な
い
人
が
、
実
際
い
る
事
の
が
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
ど
う
し
て
、
思
い
出
そ
う
か
と
、
困
っ
て
お
り
ま
す
。

又
「
単
独
者
」〳
〵
と
申
し
ま
す
が
、
覚
え
て
い
る
人
は
何
人
お
り
ま
す
か
。

す
べ
て
、
こ
れ
死
ん
だ
子
供
の
年
を
数
え
る
事
に
等
し
い
と
存
じ
ま
す
。

又｢
蝶
の
季
節
」
が｢

単
独
者
」
よ
り
下
だ
と
は
私
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
私
に
は
な
い
、
空
間
が
あ
り
羨
や
ま
し
く
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　

以
上
で
す
。

　
　

で
は
、
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六
、「
あ
と
が
き
」

　

総
じ
て
森
の
作
品
世
界
や
手
紙
に
は
、
埴
谷
雄
高
や
野
間
宏
作
品
の

愛
読
者
な
ら
で
は
の
、「
穴
の
中
」「
本
来
の
場
所
」「
宇
宙
」「
極
地
」

「
真
空
地
帯
」「
単
独
者
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
時
に
文
脈
を
壊
し
て
ま

で
頻
出
す
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
観
念
と
は
裏
腹
に
、
森
の
中

に
は
、
あ
る
瑞
々
し
く
も
柔
ら
か
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
身
の
拠
っ
て

立
つ
場
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
一
創
作
集
『
密
約
』

（
一
九
七
〇
・
一
・
新
潮
社
）
の
末
頁
に
記
さ
れ
た
「
あ
と
が
き
」（

８
）の

一
部
で
あ
る
。

　
　

�　

子
供
の
頃
、「
陣
取
り
」
と
云
う
の
が
あ
っ
た
。
地
面
に
皆
で

出
来
る
だ
け
大
き
な
円
を
描
く
。

　
　

�　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
つ
と
片
足
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
行
き
、

そ
の
円
の
中
に
投
げ
た
石
の
所
か
ら
自
分
の
陣
地
を
手
の
ひ
ら
一

杯
描
い
て
来
る
。

　
　
　

人
の
陣
地
を
踏
ん
で
も
、
人
の
陣
地
と
重
な
っ
て
も
い
け
な
い
。

　
　

�　

そ
の
代
り
描
い
た
自
分
の
陣
地
に
入
れ
ば
、
人
か
ら
踏
ま
れ
も

し
な
い
し
、
重
ね
ら
れ
も
し
な
い
。

　
　
　

そ
う
し
て
円
の
中
に
自
分
だ
け
の
陣
地
を
殖
や
し
て
行
く
。

　
　

�　

今
ま
で
作
品
を
書
く
時
、
陣
取
り
の
よ
う
に
全
体
と
云
う
円
の

上
に
、
自
分
の
空
間
を
構
築
し
て
み
た
い
と
云
う
願
い
が
強
か
っ

た
。

　
　

�　

廻
り
続
け
る
コ
マ
の
運
動
の
中
に
激
し
く
廻
る
そ
の
極
限
に
お

い
て
「
静
止
」
の
世
界
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
流
動
す
る
全
体
の

中
に
も
、
流
動
す
る
状
態
そ
の
も
の
の
中
に
「
静
止
」
の
世
界
が

あ
り
、
そ
の
地
点
に
立
っ
た
時
、
空
間
の
構
築
が
出
来
そ
う
な
気

が
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

�　

五
編
の
作
品
は
全
体
の
中
に
立
つ
私
の
地
点
と
、
そ
の
地
点
か

ら
全
体
の
上
に
描
い
た
私
の
『
心
の
陣
地
』
で
あ
る
。

　
「
人
か
ら
踏
ま
れ
」
る
こ
と
の
な
い
「
自
分
の
陣
地
」
を
作
る
た
め

に
、「
片
足
で
」「
跳
ね
て
行
き
」
投
げ
た
石
を
起
点
に
「
手
の
ひ
ら
一

杯
」
に
描
い
た
「
円
」。
作
品
中
の
「
穴
の
中
」「
殻
の
中
」「
本
来
の

場
所
」
と
通
底
す
る
こ
の
「
円
」
と
い
う
空
間
自
体
が
、
森
の
作
品
世

界
の
、
ま
た
、
作
品
世
界
を
生
き
る
女
性
人
物
の
内
な
る
世
界
の
比
喩

で
も
あ
っ
た
。
比
喩
は
そ
の
ま
ま
に
森
の
生
の
比
喩
で
も
あ
ろ
う
。

「
自
分
の
空
間
」
と
指
さ
す
ど
こ
か
を
求
め
て
絶
え
ず
歩
き
続
け
る
、

痛
い
ほ
ど
の
渇
望
の
先
に
、
彼
女
は
、
彼
女
た
ち
は
、
何
を
見
た
の
だ

ろ
う
か
。
喧
騒
た
る
日
常
世
界
が
、
茫
漠
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
自
分
の

思
念
の
世
界
（「
静
止
の
世
界
」）
へ
と
変
容
す
る
一
瞬
間
を
夢
見
た

森
。
こ
の
「
あ
と
が
き
」
執
筆
は
、
ち
ょ
う
ど
高
橋
・
山
崎
・
丸
川
達

と
の
「
四
人
の
会
」
が
維
持
さ
れ
て
い
た
最
終
時
期
に
相
当
し
、
彼
女

の
全
文
章
中
、
最
も
幸
福
そ
う
な
表
情
を
湛
え
た
も
の
と
し
て
あ
る
。

　
「
純
文
学
」
と
い
う
言
葉
が
未
だ
生
き
て
い
た
一
九
七
〇
年
前
後
と

い
う
時
代
、「
私
自
身
が
生
き
る
た
め
」
創
作
活
動
を
開
始
し
た
森
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�「
密
約
」（『
文
芸
』
一
九
六
九
・
八
）
は
昭
和
四
四
年
下
半
期
候
補
作
。

　
　
　

�「
黄
色
い
娼
婦
」（『
文
学
界
』
一
九
七
一
・
六
）
は
昭
和
四
六
年
上
半

期
候
補
作
。

　
　
　

�　

昭
和
四
六
年
上
半
期
は
受
賞
者
な
し
と
な
っ
た
が
、
舟
橋
聖
一
が
森

作
品
を
積
極
的
に
推
し
て
い
る
。
一
方
、
当
回
を
も
っ
て
石
川
達
三
は

選
考
委
員
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
る
。「
内
向
の
世
代
」
作
品
の
、「
小

説
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
よ
う
な
傾
向
」
に
対
す
る
批
判

的
意
思
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。

（
２
）『
跫
音
』（
一
九
八
八
・
二
・
福
武
書
店
）

（
３
）『
囚
わ
れ
』（
一
九
八
九
・
二
・
文
芸
春
秋
社
）

（
４
）『
悪
運
』（
一
九
九
二
・
一
一
・
近
代
文
芸
社
）

（
５
）�

高
橋
正
雄
「
精
神
医
学
的
に
み
た
近
代
日
本
文
学
（
補
遺
27
）
―
中
野

重
治
・
伊
藤
整
・
中
村
光
夫
・
森
万
紀
子
・
加
藤
周
」（『
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
学
研
究
誌　

醫
學
研
究
業
報
』
二
〇
二
三
年
Vol. 

23
・
Ｐ
51
・
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
療
・
薬
学
・
健
康
研
究
所
）

（
６
）�

山
崎
は
「
眼
な
き
魚
」（『
文
学
者
』
一
九
六
六
・
二
）
に
て
昭
和
四
一

年
芥
川
賞
上
半
期
候
補
に
、
次
い
で
「
記
憶
」（『
文
学
界
』

一
九
六
六
・
一
〇
）
に
て
同
年
芥
川
賞
下
半
期
候
補
に
、「
針
魚
」

（『
文
学
者
』
一
九
六
八
・
八
）
は
昭
和
四
三
年
芥
川
賞
下
半
期
候
補
に

あ
が
っ
て
い
る
が
、
惜
し
く
も
受
賞
出
来
な
か
っ
た
。

（
７
）�

丸
川
は
「
巷
の
あ
ん
ば
い
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
六
三
・
一
一
）
に
て

昭
和
三
八
年
第
六
回
女
流
新
人
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

（
８
）�
こ
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
一
二
月
の
日
付

が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
、
川
村
二
郎
は
「
内
部
の
季
節
の

豊
穣
」（『
文
芸
』
一
九
七
〇
・
一
二
）
に
、「
最
近
の
注
目
す
べ
き
新

人
た
ち
の
作
品
」
と
し
て
黒
井
千
次
や
後
藤
明
生
ら
の
名
と
と
も
に
、

は
、
以
降
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
「
穴
」
を
掘
り
続
け
て
い
く
。
渡
辺
恒

夫
は
森
作
品
を
一
級
の
幻
想
文
学
だ
と
評
価
し
、
真
の
幻
想
文
学
を
次

の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
日
常
的
自
己
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
自

己
、
よ
り
真
な
る
自
己
を
映
し
出
す
鏡
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
異
世
界
へ
と
変
容
さ
せ
る
」（

９
）力

を
持
つ
も
の
で

あ
る
と
。
自
分
「
本
来
の
場
所
」
と
言
分
け
ら
れ
た
異
世
界
は
、
他
者

非
在
を
生
き
る
彼
女
た
ち
の
あ
り
よ
う
と
深
く
つ
な
が
っ
て
、
そ
の
後

の
森
作
品
に
色
濃
く
投
影
さ
れ
繰
り
返
し
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

と
に
「
黄
色
い
娼
婦
」「
雪
女
」
以
降
、
森
作
品
の
住
人
は
、
誰
を
も

視
野
に
入
れ
ぬ
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
語
り
部
と
な
る
。
そ
れ
は
晩
年
の
彼
女

の
精
神
失
調（

（1
（

を
踏
ま
え
る
と
、
森
万
紀
子
と
い
う
作
家
の
、
危
う
い

「
陣
取
り
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
は
、「
内
向
の
世
代
」
と
称
さ
れ
た
作
家
森
万
紀
子
の
新
資
料

と
し
て
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
執
筆
の
手
紙
を
紹
介
し
た
。
今

後
、
そ
の
他
の
手
紙
並
び
に
個
々
の
森
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
、

一
九
七
〇
年
前
後
に
湧
出
し
た
「
内
向
の
世
代
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の

か
、
あ
ら
た
め
て
別
稿
に
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

注（
１
）�

森
が
芥
川
賞
候
補
と
な
っ
た
作
品
と
時
期
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　

�「
単
独
者
」（『
文
学
界
』
一
九
六
五
・
五
）
は
昭
和
四
〇
年
上
半
期
候

補
作
。

　
　
　

�「
距
離
」（『
文
学
界
』
一
九
六
五
・
一
〇
）
は
同
年
下
半
期
候
補
作
。
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森
万
紀
子
の
「
密
約
」
を
あ
げ
て
い
る
。
川
村
は
、「『
内
面
へ
の
道
』

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
行
程
」
は
「
見
る
べ
き
も
の
を
最
も
純
粋
な
形
で
見

る
た
め
」
の
努
力
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
新
人
作
家
た
ち
の
作
品
を

評
価
し
た
。
い
わ
ば
、
昭
和
四
〇
年
代
の
芥
川
賞
候
補
の
常
連
で
あ
っ

た
新
人
た
ち
は
、
そ
の
翌
年
、
小
田
切
秀
雄
に
よ
っ
て
批
判
的
に
命
名

さ
れ
た
「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
内
向
的
な
文
学
世
代
」、
つ
ま
り
「
内

向
の
世
代
」
と
し
て
広
く
注
目
を
あ
び
る
こ
と
に
な
る
。

（
９
）�

渡
辺
恒
夫
「
異
世
界
に
つ
い
て
―
幻
想
文
学
論
」『
ト
ラ
ン
ス
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
文
化
―
異
世
界
へ
越
境
す
る
知
』（
一
九
八
九
・
五
・
勁
草

書
房
）。

　
　
　

�　

渡
辺
は
、
森
作
品
中
「
残
骸
の
街
」（『
文
学
界
』
一
九
七
〇
・
三
）

を
最
も
評
価
し
、
逆
に
泉
鏡
花
賞
を
受
賞
し
た
『
雪
女
』
を
「
い
つ
も

の
持
ち
味
の
殺
さ
れ
た
失
敗
作
」
と
す
る
。

（
10
）�（
９
）
の
著
者
渡
辺
は
心
理
学
者
の
視
点
か
ら
、
森
に
つ
い
て
、「
病
蹟

学
者
な
ら
ば
こ
の
作
家
を
『
離
人
症
』
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
『
分
裂

病
』
と
さ
え
、
診
断
す
る
か
も
し
れ
」
な
い
と
し
、
作
品
主
人
公
た
ち

は
「
他
人
ロ
ボ
ッ
ト
化
症
候
群
」
と
も
言
う
べ
き
「
他
人
の
非
存
在
を

生
き
る
は
め
に
な
る
と
い
う
状
態
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。


